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 第5章 結 論
 1)妊娠中毒症人胎盤絨毛上皮では正常晩期胎盤絨毛上皮と比較しSyncyt加m細胞のmic贈一
 iIliの平坦化・小胞体の不規則な膨大化・空胞形成・細胞質基質の粗鬆化・mitod㎞血iaの膨
 化が見られた。その程度は急性症の場合より慢性妊娠中毒症の場合の方が大であったbLa幽
 ns細胞・基底膜の変化は見られなかった。
 2)正常晩期胎盤を胎盤娩出后室内に放置し絨毛上皮の時間的変化を検索すると・娩出后時間
 の延長と共にSyn離㎞細胞内小胞体の膨大化,空胞形成化が甚だしくなる傾向があったが,妊
 娠中毒症の場合の如き'形態の不規則性は有しなかった。この小胞休の膨大化は単に酸素を胎盤に
 供給したのみでは防ぎ得なかった0
 5)間脳刺激による家兎実験中毒症所盤迷路層Sy麗ytium細胞に於ても妊娠中毒症鵡台盤絨
 毛上皮S皿qytium細胞に於けると.同様に・小胞体の不規則な形態をもつ空胞化が著明に認めら
 れた。
 4).妊娠家兎の子宮動脈を10分間結紮した場合の家強.台盤迷路層Sy㏄y七ium細胞でも小胞体
 の大空胞形成は.見られたが家兎実験中毒症の場合の如き不規則性は認められなかった。
 5)妊娠家兎の子宮動脈を伯分間結紮后再び2G分間結変雛解き再流血を促した場合の胎盤迷・
 路層Sync跡ium細胞には実験中毒症胎盤迷路層Syncy七ium細胞の場合と同様に小胞体の不規
 則な空胞化膨大化が認められた。
 6)以上の成績から妊娠中毒症に於ける胎盤絨毛上皮の変化は単なる酸素欠乏或いは完全血流
 閉鎖によるものではなく・子宮血管の不完全閉鎖或いは攣縮に・よって絨毛への酸素供給が断続的
 に不良化するために・起るものと推論出来る。
 (以上)
 一亀.92一
審査結果要旨
 妊娠中毒症の原曲は多元的であり・その発生機序は複雑なもσ)であるとは言え,その発現に胎
 盤が童婁な役割を果していることは誰人も否定し得ないところである。然るに,昔から・胎盤に
 中毒症の原因的所見を見出そうとして,多数の研究がなされて来たにも拘らず,現在まで,終に,
 中毒症に特異か胎盤所見を得るに至って居らない。
 筆者ま・電子顕微鏡的検索により・初めて中毒症胎盤に特異的な知見を得ることに成功した。
 筆者は更にその発現機序についても実験を行なっている。
 1)人甲毒症胎盤絨毛上反では正常胎盤のそれと異なり,シンチチウム細胞のMicrovilIiの
 '平坦化・小胞体の不規則な膨大化・空胞形成・細胞質基質の粗鬆化,ミトコンドリアの膨化が認
 められた。この変化は急性中毒症よりも慢性中毒症の場合更に顕著となった。
 2)正常胎盤を娩出後・放置しておいてもシンチチウム細胞に小胞体の膨大化などを起す淋,
 中毒症胎盤のそれの如く・小胞体の形の不規則は起らなかった。
 5)九嶋の提出する実験中毒症様式で郵中毒症胎盤に起る変化と同一の変化を認めた。
 4)妊兎の子宮動脈を10分間阻血せしめた場合には・正常胎盤の放置した時のような変化よ
 り起らなかったが・阻血後・再び流血せしめた時の胎盤は中毒症胎盤と同様な知見を呈した。
 以上,筆者の創見した所見は・中毒症胎盤の特異所見であり,それは,母体血管の攣縮に基因
 して起るものと言わなければならぬ。中毒症研究上,重要な知見と言うことが出来る。
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